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　昨年、ユネスコ（国連教育科学文化
機関）の無形文化遺産の一つとなった
川越祭では、各町内の山車に、本来周
辺の農村地域の祭り囃子の囃子連が
招かれて演奏してきた。祭り囃子に
はさまざまな流派があるが、川越祭
の場合、その流派は大きく王

お う ぞ う

蔵流、芝
し ば

金
か な す ぎ

杉流、堤崎流の三つに分けること
ができる。王蔵流は川越市中台、芝金
杉流は川越市今福がその発祥である
が、堤崎流は上尾市堤崎の｢堤崎の祭
りばやし｣が発祥である。

　堤崎流の祭り囃子は、堤崎の吉澤菊
次郎が、明治初年の木ノ下流の祭り囃
子を改良して編み出したものと伝えら
れ、川越も含め近隣の地域に広く伝え
られていった。川越祭では、長年にわ
たって幸

さいわいちょう

町の山車に堤崎の祭り囃子が
招かれて演奏してきた。近年では、堤
崎が幸町に祭り囃子を伝授して、幸町
囃子連を結成して祭りの際に演奏して
いる。こうしたことから、幸町の山車
には、現在でも｢堤崎｣の提灯を掛けて
山車の巡行を行っている（写真3）。
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写真3	 	堤崎の提灯が掛けられた川越幸町
の山車

　
上
尾
市
域
で
は
、
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
行
わ
れ
る
祭
り
の
際
、
祭

り
囃ば

や

子し

が
演
奏
さ
れ
る
事
例
が

多
い
。
こ
の
祭
り
囃
子
は
、
江
戸

時
代
後
期
に
江
戸
や
そ
の
周
辺

地
域
で
、
主
と
し
て
神
楽
囃
子
か

ら
編
み
出
さ
れ
た
葛
西
囃
子
が

起
源
と
さ
れ
、
祭
り
囃
子
の
盛
ん

に
行
わ
れ
た
神
田
祭
と
の
関
連

か
ら
神
田
囃
子
が
分
派
す
る
な

ど
広
が
り
を
み
せ
た
。
こ
の
葛
西

囃
子
・
神
田
囃
子
は
さ
ら
に
そ
の

周
辺
地
域
に
伝で

ん

播ぱ

す
る
が
、
上
尾

市
域
の
祭
り
囃
子
も
こ
の
系
統

の
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
囃
子
は
、ツ
ケ
と
呼
ば
れ

る
小
太
鼓
が
二
つ
、
タ
マ
と
呼
ば

れ
る
大
太
鼓
が
一
つ
で
、
こ
れ
に

笛
が
１
人
、
摺す

り
鉦が

ね

が
１
人
、
合

計
５
人
編
成
で
構
成
さ
れ
る
。
基

本
的
に
笛
の
旋
律
で
囃
子
は
展

開
し
、
こ
れ
に
ツ
ケ
が
リ
ズ
ム
を

刻
ん
で
い
く
。
タ
マ
は｢

ツ
ケ
の

間
に
入
れ
て
い
く
も
の
」と
さ
れ
、

基
本
的
な
打
ち
方
は
あ
る
が
、
叩

き
手
の
器
量
で
叩
く
数
を
抜
い

た
り
増
や
し
た
り
す
る
。

　
祭
り
囃
子
を
演
奏
す
る
形
態
と

し
て
、
最
も
よ
く
見
ら
れ
る
の
が

「
山だ

車し

」に
乗
っ
て
演
奏
す
る
形
で

あ
る
。７
月
中
旬
の
日
曜
日
に
開

催
さ
れ
る
上
尾
夏
ま
つ
り
で
は
、

宮
本
町
、
仲
町
、
愛
宕
の
３
町
内

が
山
車
を
出
す
が
、こ
れ
に
は
仲

町
、
愛
宕
で
は
自
分
の
町
内
の
囃

子
連
が
、
宮
本
町
の
山
車
に
は
中

平
塚
の
囃
子
連
が
そ
れ
ぞ
れ
乗
っ

て
、
祭
り
囃
子
を
演
奏
し
て
い
る

（
写
真
1
）。
市
内
各
地
区
で
は
、

か
つ
て
山
車
を
持
っ
て
い
た
地
区

も
多
い
が
、
現
在
は
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
に
し
つ
ら
え
を
し
て
囃
子
連

が
乗
り
、
祭
り
囃
子
を
演
奏
す
る

事
例
も
多
い
。

　
一
方
で
、
祭
礼
日
に
神
社
の
境

内
に
櫓や

ぐ
ら

を
組
ん
で
、
そ
の
上
で
演

奏
す
る
事
例
も
あ
る
。
平
方
の
橘

神
社
の
秋
祭
り
で
は
、
現
在
で
も

上
宿
や
新
田
が
囃は

や

子し

櫓や
ぐ
ら

を
組
み
、

そ
の
上
で
祭
り
囃
子
を
演
奏
し
て

い
る
。
ま
た
、
藤
波
・
天
神
社
や

畔
吉・諏
訪
神
社
の
秋
祭
り
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ｢

さ
さ
ら
獅
子
舞｣

が

上
演
さ
れ
る
が
、
藤
波
は
浅
間
台

囃
子
連
に
、
畔
吉
は
小
敷
谷
囃
子

連
に
そ
れ
ぞ
れ
祭
り
囃
子
の
演
奏

を
依
頼
し
て
い
る
。
二
つ
の
囃
子

連
で
は
、
囃
子
櫓
を
所
有
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
境
内
に
櫓
を
組

ん
で
、
祭
り
囃
子
の
演
奏
を
行
っ

て
い
る
。

　

平
方
上
宿
で
行
わ
れ
る｢

平
方

祇
園
祭
の
ど
ろ
い
ん
き
ょ
行
事｣

で
は
、
武
州
平
方
箕
輪
囃
子
連
が

「
ど
ろ
い
ん
き
ょ｣

を
盛
り
上
げ
る

よ
う
に
し
て
祭
り
囃
子
を
演
奏
し

て
い
る
。こ
こ
で
は
タ
カ
ウ
マ
に
太

鼓
を
セ
ッ
ト
し
て
移
動
し
な
が
ら

演
奏
を
行
っ
て
い
る（
写
真
2
）。こ

の
タ
カ
ウ
マ
は
、
平
方
新
田
の
囃

子
連
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
上
尾
市
生
涯
学
習
課
）

上
尾
の
祭
り
囃
子

〜
伝
統
の
鼓
動
と
響
き
〜▲写真2　タカウマによる囃子の演奏（武州平方箕輪囃子連）

▲写真1　上尾夏まつりでの山車


